
高知大学・教育研究部人文社会科学系教育学部門・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１６４０１

若手研究

2022～2019

教職志望学生の正課内外における学びの連環を促す学習環境デザインの構築と検証

Development and examination of learning environment design to promote the 
linkage of learning in and out of the class for teacher trainee students.

３０７３５２７０研究者番号：

野中　陽一朗（Nonaka, Yoichiro）

研究期間：

１９Ｋ１４３１８

年 月 日現在  ５   ６   ９

円     3,200,000

研究成果の概要（和文）：本研究では，教員養成段階での正課内外における学びの連環を促す学習環境デザイン
を教職志望学生のタイプに基づき構築及び検証することを目的とした。
　そのため，教職志望学生のタイプは，学びという視点に基づきどう規定するべきか検討した。例えば，以下の
2つの内容があげられる。1点目は，教職課程コアカリキュラムの視点を踏まえた正課内活動や正課外活動の在り
方の検討である。2点目は，正課内外の学びを架橋するラーニング・ブリッジングや時間管理といった要因に基
づく教職志望学生のタイプに関する検討である。こうした知見を踏まえ，教職志望学生のタイプに応じた学習環
境の在り方を提案し，事例検討を通した実践研究を展開した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop and examine learning environment 
design that promote the linkage of learning in and out of the class for teacher trainee students, 
based on the teacher trainee student’s types. For this purpose, the author examined how the 
learning types of the teacher trainee students should be defined. For example, the following two 
points were investigated. The first is an examination of the ways in which in-school and 
out-of-school activities should be conducted from the perspective of the core curriculum for the 
teaching profession. The second is an examination of the types of teacher trainee students based on 
factors such as learning bridging and time management. Based on these findings, learning environment
 design appropriate for different types of teacher trainee students were proposed, and practical 
research was conducted through case studies.

研究分野：学習科学

キーワード： 学習タイプ　正課内外の教育　準正課活動　省察　リアクション・ペーパー　正課内外の学び

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果は，大きく2点の学術的・社会的意義を有する。1点目は，教職志望学生の学習タイプや正課内外
の学びの在り方，正課内外の学びを架橋する要因に関する知見を示したことである。2点目は，教職志望学生の
学習タイプに応じた学習環境の在り方を提案および個別事例的な実践研究を実施し，教職志望学生の正内外の学
びの連環を促したことである。
　以上のことから，教員養成段階での正課内外における学びの連環を促す学習環境デザインを教職志望学生のタ
イプに基づき構築及び検証した本研究の知見は，今後の我が国の教員養成の学びの在り方を検討する上で一定の
貢献があったと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 教員養成大学・学部では，教職志望学生に教員として最小限必要な資質能力を身につけさせる
質保証を課すため，養成しようとする教員像や到達目標を明確化し，当該基準を達成する組織的
なシステム構築を進めてきた。この種の研究は，教師として必要な資質能力を育むカリキュラム
整備や教職実践演習のモデルといった正課内での学びに注目したものが数多い。また，正課内で
の学びを豊潤にする視点として，教職志望学生の着手した教育実践における省察の意義なども
改めて重要視されている。しかし，教職志望学生の学びを包括的に捉え支援を行うためには，正
課内での学びの在り方だけでなく，正課外での学びの在り方も併せて検討する必要がある。すな
わち，正課内での学びと正課外での学びのそれぞれを区分して捉えるのではなく，正課内外にお
ける学びを連環するためにはどうすれば良いのかという視点が求められる。こうした視点に鑑
み，教職志望学生の正課内外における学びの連環を促す学習環境デザインの構築が出来れば，今
後の教員養成段階の学びを検討する上で大きな意義を有する。 
教職志望学生の正課内外における学びの連環を促す学習環境を構築するためには，養成しよ
うとする教員像や到達目標に到るまでの正課内外における個々の教職志望学生の「学び」に着目
する必要が考えられる。教職志望学生の「学び」の捉え方には，多様性が考えられる。例えば，
教職志望学生の養成段階の場を高等教育の枠組みから捉えるならば，単位取得のためには，授業
時間とその前後に伴う予習及び復習を総括した必要時間数が定められている。つまり，学習時間
は，「学び」が顕在化する 1つの指標として捉えることが出来る。しかし，学習時間という学習
の量だけでなく，学習の質はどうあるべきなのか，正課外の学びの在り方をどう捉えることが出
来るのか等，教職志望学生の学びの実態に併せた検討を重ねる必要がある。無論，教職志望学生
の学びや成長を網羅する高等教育という概念は，複雑で文脈により多義的な性質を有する。その
ため，教職志望学生の「学び」に寄与する種々の要因については，整理・検討される必要がある。
そして，全教職志望学生を一律に扱うのではなく，教職志望学生のタイプ別に正課内外における
学びの連環を促す学習環境デザインを構築し，学習支援内容を継続的に検証していくことが必
要不可欠となる。 
こうした点を解決するためには，教職志望学生のタイプは，学びという視点に基づきどう規定
するべきか検討し，教職志望学生の正課内外の学びを包括した学習タイプを複眼的な枠組みか
ら理論的・実証的に検討することが求められる。また，こうした知見の積み上げに併せ，教職志
望学生の所属先の特性や状況に応じた実行可能な正課内外における学びの連環を促す学習環境
はどうあるべきか検討することも必要不可欠となる。そして，最終的には，教職志望学生のタイ
プに応じた正課内外における学びの連環を促すダイナミックな学習環境デザインを構築するた
めの探索的な知見を獲得することが求められる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，教員養成段階での正課内外における学びの連環を促す学習環境デザインを教職志
望学生のタイプに基づき構築及び検証することを目的としている。具体的には，教職志望学生の
タイプは，学びという視点に基づきどう規定するべきかを検討し，教職志望学生の正課内外の学
びを包括した学習タイプを検討すること，教職志望学生の学びを育む教育実践や学習支援内容
の要因分析を行うことである。そして，教職志望学生のタイプに応じた正課内外における学びの
連環を促すダイナミックな学習環境を提案し，アクションリサーチに基づく学習環境デザイン
の構築と検証を行うことである。 
 教職志望学生の正課内の学びを検討するためには，時代的な変遷および本研究課題の着手時
期に留意する必要があった。具体的には，全国の教員養成機能を備える大学においては，2019
年 4 月 1 日から新たな教職課程が実施されることとなった。すなわち，教職課程コアカリキュ
ラムに基づき，全ての大学の教職課程で共通的に修得すべき資質能力が示され，各大学では教職
志望学生に対して，教職諸科目の内容理解に加え，コアカリキュラムにおいて求められる資質能
力を育むことが求められている。教職課程コアカリキュラムにより明示された全体目標及び一
般目標や到達目標を達成するため，各授業担当者は，これまでの学問領域や教育的介入により蓄
積された知見を踏まえ，各目標に到る授業内での学びやカリキュラムをどのように構築するか
に意を払いつつ創意工夫した教育実践を展開していることが予想される。そのため，教職課程コ
アカリキュラムの導入に伴い，構造化された目標設定に基づき，いかに学習者中心の学習環境は
創出されているのかという正課内教育の実態も踏まえつつ，本研究課題を展開する必要性があ
った。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，上記の目的を達成するため，文献調査，質問紙法，インタビュー調査，教職志望
学生とのアクションリサーチに基づく方法等を用いた。文献調査は，主に教職志望学生のタイプ
は，学びという視点に基づきどう規定されるべきかを検討するためのものであり，教職志望学生
の正課内外の学びを包括したタイプの構築に向けた理論的検討，教職志望学生のタイプを構成



する構成概念の構築，重要な要因の選定を行うために実施するものであった。質問紙調査は，主
に教職志望学生のタイプ，教職志望学生の学びを育む教育実践や学習支援内容を検討するため
に実施するものであった。インタビュー調査や教職志望学生とのアクションリサーチは，主に教
職志望学生の学習タイプに応じた正課内外における学びの連環を促すダイナミックな学習環境
を提案し，アクションリサーチに基づく学習環境デザインの構築と検証を行うためのものであ
った。 
 
４．研究成果 
研究成果については，研究成果報告書提出時点で論文等による成果公表を終えた内容を中心
に概要を報告する。 
（１）教職志望学生の正課内外の学びを包括したタイプの構築に関する理論的検討 
 教職志望学生の所属先も含意される高等教育では，学びや成長を「成果」という観点から捉え
重視する傾向がみられる。特に日本でも 2000 年以降にこの傾向が強まっていた。このことは，
成果を導く授業や教育プログラムを介した正課内プロセスにも意を払うべきことを暗黙裡に示
している。学びの主体者である教職志望学生が成果を達成出来るためには，教育課程である大学
の正課内での学びを体系的かつ教職志望学生を中心としたものに改善していく必要性があった。
また，教職課程コアカリキュラムにより明示された全体目標及び一般目標や到達目標を達成す
るため，大学や学部の独自性を踏まえつつ，教職志望学生自身の探究を保障するための専門科目
も含めたカリキュラムマネジメント，各授業の質を向上させる取り組みの必要性が示唆された。 
一方，学びや成長は，大学の授業すなわち正課内での学びの枠組みだけで捉えるのではなく，
授業外での部活やアルバイトそしてコミュニティへの参加による学びといった正課外での学び
の枠組みも改めて重要視する必要があった。すなわち，正課内外の学びや大学生活を総括して捉
えつつ，教職志望学生の学ぶ姿勢に寄与する要因に意を払い支援していくことが求められてい
る。こうした視点に鑑みれば，自分の学習内容と将来の自分の目標とを時間軸の中で相対的に位
置づけ，学習を架橋するスキルを身に付け，主体的かつ積極的に大学生活全般にかかわっていく
ことを顕在化する要因，自律した学びや生活を創り出す自己調整過程に附随する要因を選抜し，
教職志望学生の学びという視点からタイプを規定する必要性が示唆された。 
こうした理論的検討を踏まえ，教職志望学生の学びという視点に基づき，河井・溝上（2012）
の提唱したラーニング・ブリッジング，時間管理，半澤・坂井（2005）の指摘する大学での学業
と将来の目標である職業の接続意識，キャリアイメージといった概念に着目した正課内外の学
びを包括したタイプを構築する必要性を見出した。 
 
（２）教職志望学生の正課内外の学びを包括した学習タイプの検討に向けた実証的検討 
 理論的検討より見出した各概念に鑑み，構成概念や尺度構成，学習プロセスの時期的変容に留
意しつつ，学びのタイプを多角的に捉えるため，教職志望学生を調査協力者として複数の質問紙
調査を実施した。例えば，1）大学生の半期の授業期間の変容に着目し，ラーニング・ブリッジ
ングを構成する 3つの観点の変容からタイプを類型化するため，縦断データを採取し，各変容得
点に基づきクラスタ分析を実施した。その結果，授業間・異時点間向上型，学習架橋向上型，学
習架橋低下型といったタイプがあること，各タイプに対する支援方策の違いが示唆された。2）
教職志望学生の学業と職業の接続に対する意識の実態について，学業と職業の接続の理想状況，
理想と現実のズレといった複眼的な指標からクラスタ分析によりタイプを類型化した。その結
果，理想得点中・ズレ得点低型，理想得点高・ズレ得点低型，理想得点高・ズレ得点高型といっ
たタイプがあること，全てのタイプにおいて学業と職業の接続の理想状況の得点が高いという
教職志望学生の特徴を見出した。こうした探索的な研究知見を積み上げつつ，タイプに応じた支
援の在り方を工夫し，正課内外の学びを連環させる場や正課外活動の新たな在り方を検討する
必要性を見出した。 
 
（３）教職志望学生の学びを育む教育実践や学習支援内容の要因分析 
 教職志望学生の学びを育む教育実践や学習支援内容の一例として，リアクションペーパー（以
下，RP）は，大学生の内化と外化を往還させる授業内で工夫出来るものと考えられた。そのため，
RP に注目し，授業者による介入を改善した授業実践，RP 記述に対する自己認識と学習アプロー
チとの関連，RP 記述に対する自己認識のタイプを検討した。その結果，深い学習アプローチに
は内容記憶志向との間に負の相関が示され，記述訓練志向との間に正の相関が示された。また，
RP 記述に対する自己認識に基づき 4 つの特徴的なタイプを見出し，認識変容を促す必要性のあ
るタイプに対する支援方策を検討した。 
 
（４）学習環境デザインの構築と検証 
 教職志望学生の学習タイプに応じ，正課内外における学びの連環を促す学習環境デザインを
事例的に複数提案・構築し，プログラム評価の観点から効果検証及び課題改善に着手した。具体
的には，教職志望学生の教職キャリアイメージ，ニーズ，学年段階等の学習タイプに応じ，正課
外での活動の場および省察の機会を協働で創り，準正課活動としての支援を行った。活動の場と
しては，「言葉と数の教室（小学 1年生に対する放課後の学びの支援）」，「和サークル（不登校支



援の居場所づくり）」，「授業観察」，「中学生に対する学びの支援（数学プロジェクト，英語プロ
ジェクト，体育プロジェクト）」であった。その結果，教職志望学生自身の資質能力向上や次の
課題の可視化に繋がることを事例的に示した。なお，教職志望学生の学びを支援するためには，
正課内だけでなく，正課外での活動の場だけでなく，当該活動を個人および集団で省察する場が
必要であった。加えて，教職志望学生の正課外での活動を教職員が支援する準正課活動として展
開するためには，活動の場を創る関連機関や組織との協働体制も必要であることを示した。 
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